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１．研究の目的 
 日本のポップカルチャー、中でもマンガの翻訳輸出は当然のように行われるようになっ
た。翻訳される言語地域によって好まれる作品とそうでない作品の差があり、それぞれ特徴
のある各国語版の出版が行われている。 
 翻訳輸出の際には様々な翻訳・受容上の問題があり、それは言語文化的な差異に由来する
ものであるが、中でも宗教的なテーマについてはその壁が高いという印象がある。 
 しかし、宗教的テーマを扱ったコメディマンガ『聖☆おにいさん』（中村光・講談社）は、
キリスト教圏であるヨーロッパでも翻訳・受容されている。 
 本論はその特異さと翻訳における影響を、マンガのテクスト比較を通して行うことが目
的である。 
 
２．分析対象とするマンガ作品『聖☆おにいさん』 
２．１．作品概要 
 『聖☆おにいさん』は中村光によるストーリーマンガであり、2006 年に講談社の『モー
ニング・ツー』で連載されている（2018 年 3 月現在も連載中）。2008 年に 1 巻がコミック
ス化されて以来、現在も続刊中である。2018 年 3 月時点での最新刊は 14 巻である（2017
年 9 月刊）。公式の発表によると、売り上げは 1000 万部を突破したとのことである1)。 
 講談社の公式ホームページでは、「目覚めた人ブッダ、神の子イエス。世紀末を無事に越
えた二人は、東京・立川でアパートをシェアし、下界でバカンスを過ごしていた。近所のお
ばあちゃんのように、細かいお金を気にするブッダ。衝動買いが多いイエス。そんな“最聖”
コンビの立川デイズ。」2)と、そのあらすじが紹介されている。 
 基本的に一話読み切りとなっており、中心人物であるブッダとイエスの他に、アパートの
管理人や近所の顔見知り、出先の一般市民、キリスト教の十二使徒、仏教の十大弟子、ギリ
シア神話や北欧神話の神々などとの間の日本での生活やイベント、あるいは天界での出来
事を描くコメディ作品である。 
 
                                                   
1) 2013 年 5 月に封切られた劇場アニメの予告編による。 
シネマトゥデイ「映画『聖☆おにいさん』予告編」Online video、Youtube、13/05/07 アップロード、
https://www.youtube.com/watch?v=XG1c9ZIeHO8（閲覧日：18/03/16） 
2) 講談社『モーニング』公式サイト「聖☆おにいさん 中村光」http://morning.moae.jp/lineup/25（閲
覧日：18/03/16） 
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 2009 年には、『このマンガがすごい！』（宝島社）による「このマンガがすごい！ オト
コ編」で 1 位を獲得3)、また同年には朝日新聞社による「手塚治虫文化賞」の短編賞を受賞
している4)。手塚治虫文化賞の選考結果においては、マンガ研究が専門の明治大学国際日本
学部教授藤本由香里が「笑いの底に敬意がある。専門知識と絶妙なバランス感覚に支えられ
た、日本でしかあり得ない宗教ギャグ」5)と評価している。 
 
 10 年に渡る連載を持つマンガであり、2013 年 5 月には劇場アニメが公開されている。興
行通信社による週末国内興行動員ランキングでは、初登場 9 位を記録している6)（2013 年 5
月 13 日発表のデータによる、興行通信社の 5 月 11 日～17 日の国内外映画の週刊観客動員
数の週間ランキングでは、初登場 10 位となっている7)）。最終興収は推定 3 億円とされる8)。
また、2016 年 12 月には、実写ドラマ化が決定した9)。 
 
 また、ヨーロッパにおける翻訳状況を見ると、最も早くフランス語版が出版されている。
2011 年 3 月に“Les Vacances de Jésus & Bouddha”（イエスとブッダのバカンス）という
タイトルで Kurokawa から出版が開始された。2018 年 3 月現在の最新刊は 13 巻（2017 年
5 月刊）であり、日本での最新刊 14 巻も 2018 年 5 月に出版予定である。 
 この後、ロマンス語圏における翻訳が続く。2012年4月にスペイン語版が“Las Vacaciones 
De Jesús Y Buda”というタイトルで、Norma Editorial S.a.の Cómic Manga から出版が開
始された。最新刊は 2017 年 12 月発刊の 11 巻である。さらに、イタリア語版が 2013 年 11
月に Edizioni BD の J-POP から“Saint Young Men”というタイトルで出版された10)。2017
年 4 月に RW Edizioni の Goen から Kami Collection シリーズとして出版された 12 巻が、
現最新刊である。 
 この 3言語版に遅れ、ドイツでは 2014年 11月にEgmont Mangaより“Saint Young Men”
として出版が開始された。他の言語版とは異なり、日本語版の 2 冊が 1 冊に合本されて出
版されている。そのため、最新刊は 2016 年 7 月刊の 6 巻（日本語版の 11 巻と 12 巻の合
                                                   
3) このマンガがすごい！WEB「【公式発表!!】『このマンガがすごい！』ランキングを一挙大公開!!」
http://konomanga.jp/special/86773-2（閲覧日：18/03/16） 
4) 手塚治虫文化賞「第 13 回手塚治虫文化賞選考結果」
http://www.asahi.com/shimbun/award/tezuka/senkou09.html（閲覧日：18/03/16） 
5) 前掲ページに同じ 
6) シネマトゥデイ「『名探偵コナン』V4！有川浩原作が 2 作品ベスト 5 入りの大人気！―映画週末興行成
績」（2013 年 5 月 14 日付）https://www.cinematoday.jp/news/N0052955（閲覧日：18/03/16） 
7) 映画大好き！CINEMA ランキング通信「週刊映画ランキング―5 月 11 日～17 日」
http://www.kogyotsushin.com/archives/weekly/201305/17000000.php（閲覧日：18/03/16） 
8) 掛尾良夫（2014）「日本映画 外国映画 業界総決算」『キネマ旬報』2 月下旬決算特別号、キネマ旬報
社、p. 198 
9) 講談社『モーニング』公式サイト、前掲ページ 
10) 現在イタリアにおいて『聖☆おにいさん』を出版しているのは RW Edizioni の Goen である。9 巻ま
では Edizioni BD の J-POP が翻訳出版を行っているが、2018 年 3 月現在公式サイトに記載がないため、
絶版扱いのようである（インターネットの通販サイトなどでは手に入る場合がある）。10 巻以降は版権が
RW Edizioni の Goen に移り、Kami Collection シリーズとして出版されているようである。 
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本）となり、2018 年 4 月には 7 巻（日本語版の 13 巻と 14 巻の合本）の出版が予定されて
いる。 
英語版の出版は 2018 年 3 月現在、まだない。 
 
今回の分析に用いるドイツ語版についてさらに言及すると、出版社の公式サイトでは以
下のような説明文が付けられている11)。 
 
Auch Götter und spirituelle Führer brauchen mal eine Auszeit: Die Saint Young Men, 
das sind Jesus von Nazareth und Siddhartha a.k.a. Buddha! Beide haben 
beschlossen, ihr Königreich im Himmel zu verlassen und Urlaub auf der Erde zu 
machen – genauer gesagt: Tokio. Dort haben sie sich ein kleines Apartment gemietet 
und leben zusammen in einem Zweier-Singlehaushalt. Jesus wird als freigiebiger, 
gutmütiger, etwas naiver junger Mann dargestellt, der des Öfteren mit Johnny Depp 
verwechselt wird. 
 
Buddha hingegen ist ein asketischer, ernsthafter Mann, der es öfters Mal mit der 
Sparsamkeit übertreibt. Die Tiere lieben ihn, sein „Buddha-Smile“ bringt jeden zum 
Schmelzen. 
Die lustig und liebevoll gezeichneten Abenteuer der beiden „komischen Heiligen“ im 
modernen Tokio sollte man sich nicht entgehen lassen. 
 
（神あるいは宗教的な指導者であっても休息を必要とする。“セイントお兄さん”、ナザ
レのイエスとブッダ（悟りを開いた者）として知られるシッダールダでも！ 二人は彼
らの天の王国を去り、地上で休暇を取ることを決めた――正確に言うと、東京で。そこ
で二人は小さなアパートを借り、二人組の独身世帯として一緒に暮らす。イエスは気前
がよく、人のいい、少し無邪気な若者として描かれており、何度もジョニー・デップと
見間違われる。 
 
一方ブッダは、禁欲的で真剣な男性で、たびたび倹約しすぎる。動物たちは彼を愛し
ていて、彼の「仏スマイル」は彼らをとろかしてしまう。 
愉快に、また優しく描かれる、現代の東京における「おかしな聖人」二人の波乱万丈
の出来事から目が離せない。） 
 
“Saint Young Men”に付けられた作品タグは“Abenteur・Comedy・Fantasy/SF・Shoujo・
                                                   
11) Egmont Manga “Saint Young Men” https://www.egmont-manga.de/buch-buchreihe/saint-young-
men/（閲覧日：18/03/16） 
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Shounen・Traditionell” の 6 つである12)。日本では青年誌という媒体に掲載されており、
『このマンガがすごい！』の受賞では「オトコ編」という分類がなされているが、その内容
は男女を問わないものであるため、“Shoujo・Shounen”というユニセックスな分類が行われ
ていると考えられる。また、「イエスとブッダが現代日本でルームシェアする」というコミ
カルな設定が、“Fantasy/SF”と分類されている点が特徴的である。また、宗教的な要素が
“Traditionell”という分類に反映されているのも興味深い。 
また公式サイトの作品別ページには、マンガの中のイラストを使ったトレイラー動画が
リンクされており、その内容には主にイエスのコミカルな言動のコマが切り出され、紹介さ
れている13)。映画やアニメなどの映像作品でもないのにもかかわらずトレイラーが用意さ
れていることからは、出版社側の積極的に販売促進を狙う態度が見て取れる。 
 
２．２．先行研究 
 『聖☆おにいさん』を学問の対象として扱った論文はまだ少ないが、ヘブライ語聖書の文
芸批評が専門の水野隆一がイスカリオテのユダ描写の一つの資料として用いている。 
 当該研究は、イスカリオテのユダが映画、音楽、マンガなどの現代文化においてどのよう
に解釈され、描かれているかを分析したものである14)。『聖☆おにいさん』の他に、レディ
ー・ガガによる楽曲“Judas”、ティム・ライス（作詞・脚本）、アンドルー・ロイド・ウェバ
ー（作曲）による舞台作品《ジーザス・クライスト・スパースター》を扱っている。 
 水野（2014）が扱ったテーマであるユダの描写については、本論では扱わないのでその
議論は割愛するが、『聖☆おにいさん』の作品特徴に関わる分析を引用する。『聖☆おにいさ
ん』はコメディという形を取り、イエスとブッダが実在の人物として描かれ、その二人が現
代日本社会においてアパートで共同生活を送るという設定自体が日本の宗教的土壌を反映
していると指摘している。また、イエスを裏切ったユダをイエス自身が許し、イエスの弟子
たちとも和やかな関係を持つエピソードを描く『聖☆おにいさん』から、日本人読者のキリ
スト教への期待、こういう宗教・信仰であってほしいというキリスト教への「愛」への期待
が見て取れるとしている。このような愛とゆるしへの期待によるエピソード、またそのエピ
ソード自身の描かれ方が『聖☆おにいさん』が全体的に軽いタッチになっていることを指摘
している。 また水野の研究では対象外であるが、仏陀の関わる仏教的なエピソードにも同
様のことが言えると考えられるだろう。 
 ここから、水野は『聖☆おにいさん』の中で解釈され描写される宗教的なエピソードは、
                                                   
12) 前掲ページ 
13) Egmont Manga “Saint Young Men: Manga-Trailer Deutsch - Egmont Manga”, Online vieo, Youtube, 
Upload date: 14/11/04,  https://www.youtube.com/watch?v=avwk6xwu6l0&feature=youtu.be（閲覧
日：18/03/16） 
14) 水野隆一（2014）「イスカリオテのユダはどのように描かれているのか―レディー・ガガ、『聖☆おに
いさん』、《ジーザス・クライスト・スパースター》」『関西学院大学キリスト教と文化研究』15、pp. 91-
103、関西学院大学 
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宗教が説く「愛」や「慈悲」が徹底されていることを求めているのではないかと結論付けて
いる。 
 また、作品全体を通してキリスト教に関する知識はだんだんと増え、しかもトリビアルナ
内容が目立つと指摘している。 
 
３．方法 
 以上の作品概要と先行研究を通し、本論では『聖☆おにいさん』の日本語版とそのドイツ
語版のテクスト比較を行う。 
 
 水野（2014）の分析からは、『聖☆おにいさん』のコメディカルな軽いタッチは宗教への
ポジティブな期待から生まれていると指摘されていたが、それにしてもブッダがイエスを
「バカ！」と軽くではあるが罵倒したり、イエスとブッダの日常生活的な卑俗さの描写があ
ったり、聖人たちが下品な発言をしたりと、単なる笑いで済ませることのできない、侮辱的
と取られかねない部分が散見されるのは事実である。 
 キリスト教の描写に問題を抱える一方で、仏教的な内容もまた問題を抱えている。ドイツ
を初めとしたヨーロッパ諸国において、主に低年齢層であると考えられるマンガ読者たち
が仏教的なエピソードに関する知識を十分に持っているとは考えがたい。エピソードを知
らないばかりか、仏教的な慣習にも疎いと考えられる。それだけではなく、日本的な生活の
機微、さらには日本化したクリスマスの習慣にもなじみが全くないはずである。 
オリジナル版を楽しむ日本人読者たちに仏教的なエピソード、慣習に精通した層がどれ
ほどいるかは確かなことは言えないが、少なくとも日本に住んでいる限り、日常生活に織り
込まれた宗教的な慣習に慣れ親しんでいるというアドバンテージを持っている。例えば、ブ
ッダの着ている T シャツに書かれた仏教に関する用語15)について、一般的に詳細な知識は
持っていなくても聞いた事がある、見たことがある程度の親しみがあると考えられる。その
代わりに、キリスト教のエピソードについては、ミッション系の学校に通うなどの条件がな
い限りは、認知度が落ちるのが日本人読者の一般的な反応であろうと考えられる。翻訳語版
読者においては、この認知度合いがちょうど反転した形になるため、仏教的な知識は聞いた
事もなければ見たこともない、親しみもないのが普通であり、さらには日本の日常的な描写
に対する親和性もないという更なるディスアドバンテージを抱えることになる。 
 このような作品がキリスト教国である諸外国に翻訳されたという事実はやはり衝撃的な
ものであり、そこではどのような翻訳が行われているか、あるいは配慮がなされているかと
いう点は、ポップカルチャー輸出に関わる重大な問題であり、先駆的なケースとなると考え
られる。 
 
                                                   
15) 例えば、一巻のカラー口絵の「仏顔×3」（＝仏の顔も三度まで）（1 巻、p. 1）、エピソードその 2 の
「ニルヴァーナ」（1 巻、p. 23）、エピソードその 5 の「白い象」（1 巻、p. 75）など。 
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 そのため本論では、オリジナル版とドイツ語翻訳版を比較してテクストの内容に大きな
変更が見られた箇所を抽出し、比較分析を行う。特に本論では、翻訳後にキリスト教的な知
識が追加された 2 例を扱う。 
 
以下の分析では、日本語・ドイツ語の例文番号をそれぞれ j, d で示す。例文引用のルール
として、引用箇所が複数の吹き出しにまたがる場合、“//”で区切って示し、コマが変わるご
とに改行する。また引用元は『聖☆おにいさん』（1 巻、2 巻）、及びそのドイツ語版（Band 
1）である。 
 
４．本論 
 一例目は、1 巻エピソードその 116)冒頭部のブッダとイエスの掛け合いの場面である。 
 アパートの自室で昼寝していたブッダの元に、開いていた窓から鳥が続々と集まってく
る。それに対してブッダが反応したところで、外出中だったイエスが帰ってきてブッダの発
言を冷やかす。 
 
 （1j）1 巻、p. 3 （1d）Bd. 1, S. 3 
ブッダ 
ち…違う違う // 大丈夫！ 今日はコレ 涅槃とかじゃない
から！ 
Nein! Nein! Keine Angst! // Ich bin nicht gestorben, ich halte nur 
ein Nickerchen**! 
（違う！ 違う！ 大丈夫！ //私は死んでないよ、ちょっと
居眠りしてるだけ！） 
** Der Legende nach sollen sich nach den Tod des Buddha 
viele Tiere am ihn geschart haben. 
（ブッダの死後にたくさんの動物が彼の元に集まったという
伝説） 
 ほっとけ！ 
Seid doch wenigstens ruhig wie ein Fisch! 
（ちょっとは魚みたいに静かにしててよ！） 
イエス ただいま 
Ich bin wieder da! 
（ただいま！） 
 …… // 仏なだけに？ 
…// Danke, dass du auch an mich denkst! 
（… // ありがとう、僕のことを思い浮かべてくれて！） 
ブッダ ……今の別にかけてないよ!? 
Das eben war nicht beabsichtigt!! 
（全然狙ってたんじゃないんだよ!!） 
イエス 
いいじゃんギャグでも…… 今日はせっかくの下界なんだ
から 
Spaß muss sein! Schließlich sind wir dafür ja extra in die irdische 
Welt gekommen! 
（冗談だよ！ なんといっても、僕たちは特別に現世に来た
んだ！） 
 
 日本語版では、昼寝を邪魔されたブッダが言い放った「ほっとけ！」と言う発言に対し、
それを聞いたイエスが「仏だけに？」とブッダが類音によることば遊び（「仏」―「ほっと
け」）を行ったかのように冷かしている。 
このような日本語版では他愛のないことば遊びが、ドイツ語版ではキリスト教の知識を
                                                   
16) 該当エピソードの表示は、日本語版を代表として「○巻エピソードその○」とする。 
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必要とする連想に置き換わっている。イエスが揚げ足を取ることになったブッダの発言は、
“Seid doch wenigstens ruhig wie ein Fisch!”（ちょっとは魚みたいに静かにしててよ！）
と変更されている。行為自体は、ブッダの昼寝を寂滅と勘違いして集まってきた鳥たちをた
しなめるものであるが、ドイツ語版では“ruhig wie ein Fisch”（魚みたいに静かにする）と
いう比喩を用いている。 
この表現に対するイエスの“du auch an mich denkst”（僕のことを思い浮かべる）という
発言は、キリスト教における魚の象徴を元にしたものである。 
キリスト教においては、魚は人間の象徴であると同時に、イエス・キリスト自身の象徴で
あるという解釈が行われる。アウグスティヌスによって、イエスが弟子たちに朝食としてふ
るまった魚は「受難のキリスト」であると解釈されている。また、魚を表すギリシア語の
“Ichthys（ΙΧΘΥΣ）”の語は、 “Jesous Christos Theou Hyios Soter（ΙΗΣΟΣ ΧΡΙΣΤΟΣ ΘΕΟΥ 
ΥΙΟΣ ΣΩΤΗΡ）”（イエス・キリスト、神の息子、救済者）の頭文字をとったものと考えら
れた。それによって、キリスト教迫害時代には、魚のイメージはキリスト教徒たちの秘密の
符丁となった17)。 
この象徴の意味を元に、ブッダの発言した“ein Fisch”（魚）の語をイエスは自分のことと
解釈したふりをして、ことば遊びとして成立させ、ブッダを冷やかしたのである。 
この翻訳変更により、ブッダ一人のシーンに途中から現れて、ブッダ自身の発言を冷やか
すイエスという日本語版の構図から、ブッダの発言にイエス自身を投影させ、笑いのシーン
に途中参加のイエスも巻き込まれるようなドイツ語版の構図へと変わっていると考えられ
る。 
 
また、この例で特徴的なのは、“Nichkerchen”（居眠り）という口語表現を使ってオリジ
ナル版の「涅槃」という語を翻訳し、さらに注を付けて仏教的な知識を補っている点である。 
字義通りに訳すなら、ドイツ語にもサンスクリット語を語源とした“Nirwana”（ニルバー
ナ、涅槃）という語が外来語として入っている。しかし、仏教の専門用語にも、概念知識に
も乏しいと考えられるドイツ語版読者のために、あえて口語表現を当て、コマの中に描かれ
た、横たわって目をつぶったブッダのイラストとも整合するような翻訳にしてあると考え
られる。ただそれだけでは、鳥が集まってきた意味やブッダが鳥たちをたしなめる強い態度
が理解できない、また場面のコミカルさが伝わらないために、仏教的なエピソード知識を補
うために注を付けて説明してあると考えられる。 
ドイツ語版においては、このように注を付けて主に仏教関連の用語に説明を加える18)と
いう方法が多く取られている。それが最も目立つのが、ブッダの着ている T シャツに書い
てある用語に対する注である。対象の語へのドイツ語訳をつけるだけではなく、短くではあ
                                                   
17) ルルカー，マンフレート（1988）『聖書象徴事典』池田紘一訳、人文書院、pp. 169-171 
18) その他にも、日本の日常生活的な物事、ポップカルチャー、スラング、ことば遊びにも積極的に注が
付けられている。 
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るが仏教的なエピソードや思想の説明を付している場合が多い。 
このような単発の用語への注は、キリスト教関係の語にも付けられており、宗教知識を基
にする冗談や描写に詳しい説明をせず、その理解を読者に任せきりにしている日本語版と
は異なった読者への配慮が行われていると考えられる特徴である。 
 
 例 2 は、風邪をひいたブッダのためにイエスが食事を作る場面での、イエスのセリフで
ある。 普段、二人の生活において家事を担当しているのはブッダであり、イエスが何を作
っているのか疑問に思うが、それに対してエピソード全体の締め部となるジョークに当た
る。 
 
 （2j）2 巻、p. 56 （2d）Bd. 1, S. 186 
イエス 神のみぞ知る // 神のみそ汁 
Nehmt und esset … // …das ist mein Leib … Gericht! 
（受け取り、そして食べなさい… // これは私の体…料
理！） 
 
 日本語版では、「神のみぞ知る」という定型句を使い、神の子であるイエスと言う話者を
介した類音のことば遊びになっている。一方ドイツ語版では、類音によることば遊びではな
く、キリスト教の知識と慣習を元にしたジョークに置き換えられている。 
 キリスト教において、“Leib”とはキリストの体、聖体を表す。聖書において、生命の食べ
物としてのパンを、キリストが「私の体」と言って裂き、弟子たちに与えたことから、キリ
ストの聖体とパンが結びつき、主との結合のためにキリストの体を表すパンとキリストの
血を表すワインを受ける聖体拝領の儀式となった19)。 
聖体拝領で授けられるのは実際にはパンであるが、このコマに描かれているのは日本語
版の「みそ汁」の語に従って、椀とその中に入ったスープ上の料理である。聖体拝領の儀式
的に考えると、“mein Leib”（私＝イエスの体＝パン）と言って汁物の料理を差し出すこと
は不整合であるように考えられるが、イエスの手作りの料理を“mein Leib Gericht”（私の
体料理）と表現することは、宗教的知識を元にしたコミカルな印象を作っていると考えられ
る。また、本来はキリスト教信者に対する秘蹟である聖体拝領を、仏教の始祖であるブッダ
に対して行うというギャップが、単にことば遊びを行う日本語版よりもコミカルさに寄与
していると考えられる。 
 
５．考察 
 以上の二つの例は、日本語版とドイツ語翻訳版を比べた際に大きく内容の変わっている
箇所の主なものである。二つの例の共通点は、日本語版では単なる言葉遊びのジョークにす
ぎない箇所が、キリスト教の知識を元にしたジョークに置き換えられているという点であ
                                                   
19) 前掲書、pp. 303-306 
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る。この変更からは、一般的に翻訳が難しいと考えられていることば遊びという要素を利用
して、ドイツ語版読者になじみ深いと考えられる要素を挿入するという高度な翻訳が行わ
れていると考えられる。 
 また、現段階の例文採取からは、ドイツ語版において大きく内容が変更されている箇所は、
予想に反し宗教的侮辱と受け取られかねない部分に及んでいない傾向にあることが明らか
になった。ブッダがイエスを罵倒する内容でも、ほぼ直訳で「バカ」20)の語が“Dummkopf”21)
（ばか）とされている。一方、テクストに無数に含まれている文化的な事物に関しては、一
般化翻訳やドイツ文化への置き換え翻訳、注による説明などが見られる。 
 
 今回分析対象としたドイツ語版では以上のような傾向が見られるが、フランス語版では
別の傾向が見られる。特に相違が見られるのが、イエスに対する描写や発言から侮辱的な内
容が削除されている点である。現在、ドイツ語版と共に例文を採取、比較分析を進めている
最中であるため、本論には組み込むことができなかったが、今後の研究では比較対象として
組み入れる予定である。 
 
 本論ではわずか 2 例を考察するにとどまったが、この 2 例だけからも宗教という文化摩
擦が大いに危惧されるテーマを持つポップカルチャー翻訳において、積極的かつ果敢な翻
訳が起こっていることが分かる。しかも、純粋にマンガ翻訳の質を見た場合においても、高
度なレベルの訳し替えが起こっていることも明らかである。 
 今後も『聖☆おにいさん』の翻訳に注目し、ポップカルチャーを通した宗教的交流を分析
していく。 
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